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（4）飼料要求率

飼料要求率については，試験2区と4区が2．82，

対照区2・88，試験5区2・89，試験1区2・75と，

いずれの区も2．8以下の数値であってきわめてよい成

績である。

4．要　　　　　約

埼玉G，山梨か，徳島且，福岡N系統雄と岩手A55

系統雌との交配を行ない，組合せ能力の調査を実施し，

次の結果を得た。

t　育成率，生存率については各区ともほとんど

差がなく良い成紋であった。

2．初産日齢では各試験区よりも対照区が早かっ

年0

5．卵重は対照区が良く，次いで試験4，1，5

区で試験2区が′1、さかったが，改良目標からみれば各

区とも高い卵重である。

4　産卵状況については対照区が最も悪く，各試

験区ではいずれの区も70喀以上の好成按で特に試験

2，5，4区がよかった。

5・体重については対照区，試験2区が軽く，試

験4，1，5区と重くなっている。

占．飼料要求率は各区とも2．8以下の好成績であ

った。

ス　初産日齢・卵重・体重については外国鶏がよ

く，産卵，飼料要求率については各試験鶏がよい成績

であり，総合的にみると，福岡N，山梨Dとの組合せ

は相性が良かったが，山梨かとの組合せは卵数質が悪

いことから特に福岡Nとの組合せが良いと考える。

以上のように各試験区ともよい成蹄であるため選抜

に際しては難しい開題も生じてくるが，今後5・4元

を作る場合には，一応福岡封との組合せを考慮しなが

ら進めてゆきたいと考えている。

本組合せ検定に当たり御協力と御指導をいただいた

農林省畜産試験場および白河種畜牧場に対し潔甚なる

感謝の意を表する。

福島県における実用鶏作出のための

ロードの利用について（第2報）

武藤　頚夫・斎藤　春郎・柿沼　成文

（福島県養鶏試）

1．緒

当場のロードは，すべて旧農林省奥羽種苗牧場青森

支場のパーメソタ系ロードで，その性能は優れている

が，兼用種の特性として飼料要求率が白レクより高い

欠点がある。この点の改善を図るとともにロードの特

性を十分に利用するために，まず自レグとロードの一

代雑種を作りその成績について，前回の当発表会にお

いて報告した。

今回は前回までに優良と認められた，当場保有の自

レグH23系×ロードP系に，大卵で飼料要求率の低い

自レグの父方として，農林省白河種畜牧場の指導によ

って実施している鶏組合せ検定で，良い成績を上げて

いる5系統を他県施設から導入し，5元交雑種を作り．

さらに飼料要求率を下げ経済性を高めうるかどうかを

試験した。

2．材料および方法

1．供託材料

第1表のとおりである。

検定期間

前期（育成期）0～150日齢

後期（産卵期）151～50D日輪の500日間

2．育雛および収容方法，飼料，点灯、その他

については前回と同様
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第1裏　　鉄試材料

区
交 配 様 式

餌付羽数 餌付時期 摘　　　　　　　　 要
父　 系 母　 系

1 B r H 2 3　X P 5　0 4 2 年春季 B r ＝白 レク，卵重系，東京畜試 （カ）

ア ＝ ク ， ク ，福 岡種鶏 （N ）

C a ＝ ク ， ク ，栃 木畜試 （M ）

H 2 3 ＝ ク ，卵数系，福 島鶏試 （j ）

P ＝ ロー ド， 〝 ， ク

2 ア ク 5　0 〃

5 C a 〝 5　0 ク

参　 考 1 H 28 P 5　0 4 1 年春季

参　 考　 2 某　 外 国　 鶏 5　0 ノダ

5．検　定　結　果

第2表のとおりである。

第2表　　5　0　0　日検定武置

区
交　 配　 様　 式

育 成 率 生 存 率
5 0 痴

産 卵 日 齢父　 系　　　　 母　 系

1
B r H 2 8　X f

　 痴

1 0 0

　 肇

9 0．0 1 6 5

2 ア 〃／ 1 0 0 9 4 0 1 d 7

5 C a 一グ 1 0 0 9 4 0 1 8 9

参　 考 1 H 2 8 P 9 8 9 5．9 1 5 5

参　 考　 2 某　 外 国　 鶏 1 0 0 9 °．0 1 7 0

区

1　 0　 カ　 月　 愉　 時

平 均 産 卵 個 数 産 卵 率
飼　 料

要 求 率

1 羽 当 り

粗 収 益
備　 考

体　 重 卵　　 重

1

タ グ 個 痴

5．1 8

円

2 1 7 1 士 2 4 8 6 2．2 ± A d 2 5 n O ± 8 5．2 8 8 5 7 5 8

2 1 9 4 7 ± 1 9 9 8 1．0 ± 5．9 2 8 2．5 ± 5 5．9 7 °．2 2．7 9 1．0 5 8

5 2 1 0 7 ± 2 4 4 5 a 2 ± 5．8 2 5 4．0 ± 5 5．1 7 5．5 5．0 5 8 4 5

参　 考 1 2 2 5 7 ± 2 5 4 5 6．5 ± 5．1 2 5 乳5 ± d n 5 7 5．1 2．9 5 8 8 1

参　 考　 2 1 7 2 7 ± 2 1 9 5 9．9 ± 4 2 2 1 5．5 ± 8 2．7 ‘2．d 2．9 2 8 7 5

注．

育成率＝（150日齢羽数／餌付羽数）×100

生存率＝（500日齢羽数／151日鶴羽数）×

10　0

50痴産卵日齢＝群の産卵が50多に透した臼齢

10カ月齢時卵重＝299～501日齢の5日間の

産卵重量／その時の産卵個数

10カ月時体重＝＝500日輪時の体重

平均産卵個数

＝151～500日の総産卵個数／151日齢羽

数

産卵率＝（151～508日齢までの総産卵個数／

その時の延生存羽数）Xl O O

飼料要求率＝151～500日間の飼料消費量／そ

の時の生産卵量

1羽当り粗収益＝（鶏卵代＋廃鶏代）－（ひな代＋

飼料代）

5．考　　　　　察

1．強健性をみると育成率は各区とも100葬で非

常に良く，生存率は2，5区94啓，1区90感で良

く，また特定の疾病の発生は見られない。有意性検定

では各区間に差は認められない（5痴水準，以下同じ）。
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2．体重については10カ月齢で見ると，参1区の

母親に比してかなり小さく，特に2区は1，947才と

2Kg以下となったことは，飼料要求率を引き下げるこ

とにかなりの影響があったものと考えられる。

有意性検定；　2　5　1

5．性成熟について50喀産卵日掛でみると，各区

とも170日齢未満で適当な性成熟であると考えられ

る。

有意性検定；1　2　5

4　産卵性は各区とも良い性能を示したが，特に2

区は平均産卵個数282．5個，産卵率78．2感と高く

群のバラツキも少ない。厳寒期の産卵低下も認められ

ない。

有意性検定；1　5　2（平均産卵数）

産卵率については有意差は認められない。

5・卵重については10カ月旗で見ると，1区が

52・2才で最も重く，また2区，5区それぞれ81．0

㌢，58・2才とかなり重い。母鶏の5°．5才と比して

かなり改善されたものと認められる。

有意性1，2，5区間に有意差あり。

‘・飼料要求率は2区が2・79で非常に良く，この

ことは多産と体重の軽減がもたらしたものと考えられ

る。また各区とも1日1羽当り生産卵量が40才以上

で，かなり良い性能である。

7　経済収支をみると1羽当り粗収益で見て2区が

1058円と多く，ほかも758円，845円と良い経

済性を示した。

同年の経済検定に出品された一流外国鶏と比較して

も，2区は最高を示した。

第5表　　2区と同年経済検定に出品された外国鶏の成績（42年度，470日検定）

鶏 種

餌 付 羽

数 に 対

す る

生 存 率

5 0 喀

産 卵

日 給

産 卵 率

平 均

産 卵

個 数

飼 料

要 求 率

1 日 1 羽 当 り 1 0 カ 月 齢

粗 収 益 臍　 考生 産

卵 量

飼 料

消 費 量
卵　 重 体　 重

2　 区

帝

187

尋 個

2．79

ダ グ ダ 夢 円

98 ブス7 24 5．7 4 5．4 1 2エ 0 8 1．0 1，9 4 7 9 8 9

外 国 鶏　 A 88 1°d 紙 1 2 1 5．8 2．75 4 1．8 1 1 5．0 d 1．5 1．89 7 7 2 8

ク　　　 B 92 1 5 9 7ス2 2 5 2 2 2．67 4 5．2 1 2 1．0 5 9．8 1．85 0 9 0 7

ク　　　 C 94 1 8 7 6 5．占 204．5 5．00 5 8 5 1 1 5．0 5 9．0 1，79 8 d l d

4．要　　　　　約

最近の多数羽養鶏に適する実用採卵鶏作出のため，

昭和59年度より本試験を実施してきたが，さらに性

能の向上を図るため，前回までに優良と認められた，

白レグH28系×ロードP系に，大卵で飼料要求率の低

い白レク5系統を選定し，5元交雑種を作りその成績

を検討した。

その結果，特に福岡のFとの組合せはもっとも優れ，

主要経済形質はバラソスがとれており，現場検定等の

成絞からも，実用採卵鶏として十分使用可能と判断で

きるので，これを「福島クロスp」と呼ぶこととし，

今春から種鶏を配付し，明春からこの組合せによる採

卵鶏を，養鶏農家に普及させることになった。

また，さらに能力の向上を図るため，4元交雑種を

作り検定を実施中である。

参　考　文　献

1）　鶏の組合せ検定試験第1号　福島県鶏試

2）　　　　　ク　　　　　第2号　　　ク

5）　第2回福島県鶏の経済能力検定成績報告普


